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手
塚
　
豊
著
作
集
第
六
巻

『
明
治
刑
法
史
の
研
究

下
』

　
一
　
法
学
研
究
五
八
巻
一
二
号
（
昭
和
六
〇
年
）
に
紹
介
し
た
『
明
治

刑
法
史
の
研
究
』
（
上
・
中
）
に
引
き
続
き
、
手
塚
豊
著
作
集
第
六
巻
と

し
て
、
本
書
の
公
刊
を
み
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
明
治
初
期
と
中
期
の
刑

法
史
に
関
し
て
、
半
世
紀
に
わ
た
り
、
数
々
の
労
作
を
発
表
し
て
こ
ら
れ

た
手
塚
豊
博
士
の
刑
法
史
関
係
の
殆
ん
ど
す
べ
て
の
業
績
を
網
羅
す
る
論

文
集
が
完
成
し
た
。
誠
に
慶
賀
す
べ
き
出
来
事
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
も
と
よ
り
、
手
塚
博
士
は
、
今
日
で
も
旺
盛
な
著
作
活
動
を
続
け
て

居
ら
れ
、
刑
事
法
の
分
野
に
関
し
て
も
、
論
文
・
資
料
を
発
表
し
て
居
ら

れ
る
か
ら
、
そ
う
遠
く
な
い
将
来
、
『
続
・
明
治
刑
法
史
の
研
究
』
が
ま

と
め
ら
れ
る
予
想
が
っ
く
。
だ
が
、
現
時
点
で
、
一
応
の
区
切
り
と
し
て
、

こ
れ
ま
で
に
公
刊
さ
れ
た
論
文
集
を
紹
介
さ
せ
て
頂
く
こ
と
に
す
る
。

　
二
　
本
書
は
、
既
刊
の
上
・
中
二
冊
と
比
べ
る
と
、
昭
和
三
一
年
に
公

刊
さ
れ
た
『
明
治
初
期
刑
法
史
の
研
究
』
に
収
録
さ
れ
た
も
の
は
、
わ
ず

か
に
一
編
（
巻
頭
論
文
の
「
明
治
初
年
の
拷
問
制
度
1
そ
の
廃
止
過
程
の
一
研
究

！
」
）
の
み
で
あ
り
、
他
の
…
五
編
は
・
右
の
論
文
集
公
刊
の
後
に
発
表

さ
れ
た
論
文
・
資
料
で
あ
っ
て
、
そ
の
発
表
年
度
は
、
巻
頭
論
文
の
昭
和

二
七
年
を
別
と
し
て
、
昭
和
三
六
年
か
ら
四
九
年
に
わ
た
っ
て
い
る
．
そ

の
一
六
編
は
、
論
文
四
編
、
資
料
二
一
編
て
あ
っ
て
、
扱
わ
れ
た
テ
ー
マ

は
、
大
別
す
る
と
次
の
六
項
目
で
あ
る
。

　
ω
拷
問
　
前
出
の
論
文
の
ほ
か
「
拷
問
廃
止
に
関
連
す
る
諸
法
律
案
』

「
明
治
初
年
に
お
け
る
二
、
三
の
拷
問
廃
止
論
」
「
井
上
毅
の
拷
問
廃
止
意

見
と
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
の
井
上
宛
書
簡
」
「
神
奈
川
裁
判
所
御
雇
外
人
ヒ
ル

の
拷
問
廃
止
建
言
書
」

　
＠
矯
正
　
「
明
治
二
十
年
・
罪
石
事
件
の
一
考
察
」
「
大
分
県
監
獄
事
件

取
調
書
（
明
治
十
六
年
）
」
「
馬
場
辰
猪
『
日
本
監
獄
論
』
に
関
す
る
新
資
料
」

　
の
決
闘
　
「
明
治
中
期
に
お
け
る
決
闘
罪
制
定
の
一
考
察
」
「
光
妙
寺
三

郎
の
決
闘
是
認
論
お
よ
び
『
決
闘
条
規
』
」

　
⑬
「
司
法
省
修
補
課
（
明
治
十
二
、
三
年
）
関
係
資
料
」

　
㈹
思
想
・
表
現
の
自
由
　
「
『
公
会
条
例
』
お
よ
び
『
公
会
罰
則
』
草

案
」
「
集
会
条
例
質
問
録
」
「
元
老
院
に
お
け
る
集
会
条
例
改
正
意
見
書

（
明
治
十
六
年
）
」

　
＠
譲
諺
律
　
「
誌
諺
律
の
廃
止
に
関
す
る
一
考
察
」
「
譲
諺
律
を
め
ぐ
る

二
つ
の
大
審
院
判
例
」

　
右
を
さ
ら
に
内
容
的
に
関
連
づ
け
て
み
る
と
、
㈲
と
＠
は
、
手
塚
博
士

の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
の
一
つ
で
あ
る
「
自
由
民
権
運
動
」
と
表
裏
を
な
す
も

の
で
あ
り
、
藩
閥
政
権
の
維
持
・
永
続
化
を
狙
い
、
政
党
弾
圧
の
た
め
に

刑
事
法
が
時
の
権
力
者
の
「
権
力
維
持
の
た
め
の
暴
力
装
置
」
と
し
て
作
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用
し
た
面
を
法
制
史
的
に
検
討
し
た
論
稿
で
あ
る
．
ω
は
、
こ
の
下
巻
の

な
か
で
、
一
つ
、
異
色
の
テ
ー
マ
で
は
あ
る
が
、
付
録
と
し
て
覆
刻
さ
れ

た
「
修
補
課
」
の
「
意
見
書
」
の
末
尾
の
資
料
に
、
「
演
説
条
例
御
創
定

ノ
議
二
付
意
見
書
」
が
あ
る
の
で
、
㈱
と
＠
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
み
る

こ
と
も
で
ぎ
よ
う
。

　
ω
＠
の
は
、
明
治
法
制
史
家
と
し
て
、
殊
に
、
刑
事
法
の
分
野
に
多
大

の
関
心
を
持
っ
て
居
ら
れ
た
手
塚
博
士
が
、
徳
川
法
制
以
来
の
旧
弊
で
あ

っ
た
「
拷
問
」
が
欧
米
法
制
の
導
入
を
契
機
と
し
て
、
少
く
と
も
法
制
度

の
建
前
の
上
で
ど
の
よ
う
に
廃
止
の
運
命
を
た
ど
っ
た
か
を
考
証
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
「
罪
石
」
は
、
刑
罰
執
行
の
近
代
化
以
前
の

発
想
に
も
と
づ
い
た
「
苦
役
刑
」
の
存
在
を
考
証
さ
れ
、
「
決
闘
罪
」
は
、

現
行
法
と
し
て
今
目
で
も
命
脈
を
保
っ
て
い
る
此
の
特
別
刑
法
の
制
定
事

情
を
検
討
し
て
お
ら
れ
、
い
ず
れ
も
、
手
が
た
い
資
料
の
蒐
集
・
分
析
の

さ
え
を
見
る
こ
と
が
で
ぎ
る
。

　
以
下
、
各
項
目
ご
と
に
、
紹
介
し
、
若
干
の
考
察
を
加
え
る
こ
と
に
す

る
。　

三
　
拷
問
に
関
す
る
著
者
の
業
績
に
つ
い
て
、
紹
介
し
た
い
。
ω
巻
頭

論
文
（
前
出
）
に
つ
い
て
は
、
か
つ
て
、
故
平
松
義
郎
教
授
が
評
さ
れ
た

よ
う
に
、
「
引
用
豊
富
、
実
証
的
」
で
あ
り
、
「
現
行
法
学
界
に
も
寄
与
多

き
労
作
」
で
あ
る
（
法
制
史
研
究
四
号
、
昭
和
二
八
年
、
二
八
八
頁
）
．
こ
の
論

文
は
、
明
治
初
期
に
お
け
る
拷
間
制
度
の
状
況
と
そ
れ
の
廃
止
過
程
の
分

析
（
事
実
上
は
と
も
か
く
、
法
律
上
、
い
か
な
る
事
情
か
ら
拷
問
廃
止
が
実
現
し
た

か
の
考
証
）
で
あ
る
。

　
徳
川
末
期
に
、
幕
府
法
は
自
白
を
必
要
と
す
る
と
の
建
前
か
ら
、
拷
問

に
牢
問
（
答
打
、
石
抱
、
海
老
責
）
と
狭
義
の
拷
問
（
釣
責
）
の
二
種
類
を

採
用
し
て
い
た
。
明
治
新
政
府
の
初
期
の
統
治
時
期
に
、
此
の
幕
府
法
の

伝
統
に
拠
っ
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
（
仮
刑
律
、
法
庭
規
則
な
ど
）
。
明

治
三
年
の
新
律
綱
領
に
は
、
杖
に
よ
る
拷
訊
（
訊
杖
）
の
み
を
認
め
た
が
、

こ
の
寛
大
な
方
針
は
間
も
な
く
実
際
上
、
放
棄
さ
れ
る
．
こ
の
こ
と
は
、

京
都
府
、
甲
府
県
の
伺
に
対
す
る
新
政
府
の
回
答
に
み
ら
れ
る
．
明
治
六

年
二
月
、
断
獄
則
例
は
、
訊
杖
の
ほ
か
、
算
板
（
石
抱
）
を
追
加
し
て
い

る
。
旧
法
時
代
か
ら
の
拷
間
方
法
で
、
実
際
に
は
用
い
ら
れ
て
い
た
と
み

ら
れ
て
い
る
海
老
責
、
釣
責
を
法
定
し
な
か
っ
た
こ
と
、
拷
問
の
使
用
を

人
命
、
賊
盗
な
ど
の
重
犯
に
限
定
し
た
こ
と
に
著
者
は
注
意
を
う
な
が
し

て
い
る
．
そ
の
後
、
半
年
し
て
、
改
定
律
例
が
制
定
さ
れ
た
が
、
そ
の
三

一
八
条
に
「
凡
罪
ヲ
断
ス
ル
ハ
ロ
供
結
案
二
依
ル
」
と
し
、
自
白
必
要
主

義
を
明
示
し
た
。
「
こ
の
条
文
こ
そ
当
時
の
拷
問
制
度
を
支
持
す
る
バ
ッ

ク
ボ
ー
ン
で
あ
っ
た
」
と
の
指
摘
が
あ
る
．
拷
問
批
判
は
、
徳
川
時
代
に

は
ご
く
わ
ず
か
し
か
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
．
明
治
維
新
以
後
、
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
の
刑
事
裁
判
の
状
況
を
紹
介
し
、
併
せ
て
、
拷
問
廃
止
に
ふ
れ
る
文

献
が
出
始
め
た
。
そ
の
な
か
に
あ
っ
て
、
津
田
真
一
郎
『
拷
問
論
』
（
明

治
七
年
）
が
詳
し
い
論
拠
を
あ
げ
、
本
格
的
な
拷
問
廃
止
論
を
展
開
し
、

殊
に
、
そ
の
当
時
、
新
政
府
の
最
大
の
政
治
課
題
の
一
つ
と
さ
れ
て
い
た

「
条
約
改
正
」
の
必
要
条
件
と
し
て
、
拷
問
の
廃
止
を
あ
げ
た
た
め
、
「
朝

野
の
識
者
に
か
な
り
の
衝
撃
」
を
あ
た
え
た
．
新
聞
の
論
説
で
も
、
こ
の

問
題
を
と
り
あ
げ
、
廃
止
論
に
同
調
す
る
世
論
が
次
第
に
形
成
さ
れ
た
．
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明
治
八
年
、
司
法
省
御
雇
外
人
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
が
同
省
構
内
に
お
け
る
拷

問
を
目
撃
し
た
こ
と
を
契
機
に
、
明
法
寮
に
お
け
る
講
義
で
こ
れ
を
取
り

あ
げ
、
さ
ら
に
廃
止
の
意
見
書
を
大
木
司
法
卿
に
提
出
し
た
。
当
時
の
司

法
省
内
に
お
け
る
そ
の
権
威
を
背
景
に
し
た
力
が
時
の
政
府
を
動
か
し
、

閣
議
で
拷
間
廃
止
の
決
定
が
な
さ
れ
る
が
、
元
老
院
で
握
り
潰
さ
れ
た
．

こ
の
あ
た
り
の
状
況
は
、
ド
イ
ッ
の
近
代
刑
法
学
の
父
ア
ン
ゼ
ル
ム
・
フ

ォ
イ
エ
ル
バ
ハ
の
影
響
で
、
バ
イ
エ
ル
ソ
王
国
の
刑
事
司
法
か
ら
拷
問
が

廃
止
さ
れ
た
事
情
と
似
て
い
て
、
た
い
へ
ん
興
味
が
あ
る
．
た
だ
し
、
バ

イ
エ
ル
ン
の
そ
れ
は
、
一
八
〇
六
年
で
あ
り
、
わ
が
国
よ
り
七
〇
年
以
前

の
出
来
事
で
あ
っ
た
（
G
．
ラ
ー
ト
ブ
ル
フ
・
菊
池
栄
一
・
宮
澤
浩
一
訳
・
一
法

律
家
の
生
涯
、
一
九
六
三
年
、
一
二
一
、
二
二
頁
）
．
明
治
九
年
に
は
、
陸
奥
宗

光
が
元
老
院
に
拷
問
廃
止
の
意
見
書
を
提
出
し
た
が
、
そ
の
内
容
は
、
律

例
三
一
八
条
の
「
口
供
結
案
」
の
原
則
の
改
正
を
内
容
と
し
、
拷
問
自
体

に
手
を
つ
け
る
の
で
は
な
く
、
い
わ
ば
そ
の
外
堀
を
埋
め
る
に
等
し
い
提

案
で
あ
っ
た
。
元
老
院
内
で
の
廃
止
反
対
が
強
か
っ
た
た
め
の
措
置
で
あ

っ
た
。
妥
協
的
な
内
容
の
意
見
書
に
、
「
万
已
ヲ
得
ス
シ
テ
拷
訊
ヲ
用
ユ
」

る
場
合
が
温
存
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
に
こ
の
考
え
方
の
限
界
が
現
わ
れ
て

い
る
．
こ
の
案
が
元
老
院
を
通
過
し
て
後
、
明
治
九
年
六
月
に
、
太
政
官

布
告
第
八
六
号
は
、
断
罪
は
「
証
二
依
ル
」
と
す
る
内
容
の
改
正
を
行
っ

た
。
か
く
し
て
、
自
由
心
証
主
義
が
、
た
と
え
、
建
前
で
あ
っ
た
に
せ
よ
、

宣
言
さ
れ
た
。
し
か
し
、
依
然
と
し
て
拷
問
の
規
定
は
残
り
、
自
白
を
う

る
た
め
の
拷
問
が
行
わ
れ
続
け
た
。
と
こ
ろ
で
、
事
実
上
行
わ
れ
て
い
た

拷
問
に
対
し
て
、
新
聞
論
調
は
厳
し
い
批
判
を
く
り
返
え
し
、
警
視
庁
御

雇
外
人
ガ
ソ
ベ
・
グ
ロ
ー
ス
は
そ
の
弊
害
を
き
び
し
く
指
摘
し
た
こ
と
だ

っ
た
．
内
外
の
情
勢
の
な
か
で
も
、
殊
に
、
条
約
改
正
事
業
の
う
ち
「
法

権
回
復
」
が
絶
望
視
さ
れ
る
と
い
う
状
況
に
直
面
し
．
司
法
省
は
拷
問
制

度
の
全
面
廃
止
を
決
意
し
、
明
治
十
二
年
十
月
八
日
、
拷
問
「
二
関
ス
ル

法
令
ハ
総
テ
剛
除
」
す
る
こ
と
を
太
政
官
布
告
第
四
十
二
号
を
以
っ
て
令

し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
制
度
と
し
て
の
拷
問
は
否
定
さ
れ
た
。
だ
が
、
「
そ

れ
を
裏
づ
け
る
一
般
社
会
の
人
権
擁
護
思
想
の
成
熟
の
度
合
に
応
じ
、
非

合
法
な
拷
問
は
、
依
然
と
し
て
実
際
の
司
法
、
警
察
界
に
根
強
く
存
在
す

る
．
こ
の
こ
と
は
、
明
治
十
二
年
十
月
以
降
、
最
近
に
至
る
ま
で
の
わ
が

国
の
実
状
が
、
有
力
に
実
証
す
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
」
と
す
る
手
塚
博
士

の
む
す
び
の
一
節
は
、
昭
和
二
七
年
に
書
か
れ
て
い
る
が
、
こ
の
指
摘
は
、

今
に
至
る
も
語
り
継
が
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
遺
憾
と
す
る
。

　
㈹
「
拷
間
廃
止
に
関
連
す
る
諸
法
律
案
」
は
、
細
川
潤
次
郎
の
「
吾
園

文
書
」
の
明
治
八
、
九
年
の
綴
り
込
み
に
あ
っ
た
太
政
官
十
行
罫
紙
に
筆

写
さ
れ
た
拷
間
廃
止
関
連
の
法
律
案
で
あ
る
。
手
塚
博
士
は
、
元
老
院
本

会
議
の
議
事
録
、
新
聞
記
事
を
駆
使
し
、
八
年
七
月
十
五
日
下
附
案
の
内

容
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
文
書
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
る
。
明
治
十
二
年
十

月
の
拷
問
全
面
廃
止
に
先
立
つ
こ
と
四
年
前
に
、
内
閣
で
詳
細
な
廃
止
の

た
め
の
法
律
案
が
準
備
さ
れ
て
い
た
事
実
は
、
興
味
の
あ
る
と
こ
ろ
で
あ

る
．　

⑥
「
明
治
初
年
に
お
け
る
二
、
三
の
拷
問
廃
止
論
」
は
、
図
と
対
を
な

す
も
の
で
あ
り
、
論
文
ω
を
発
表
し
て
後
、
二
二
年
間
に
蒐
集
さ
れ
た
「
拷

問
廃
止
意
見
」
を
整
理
し
た
資
料
で
あ
っ
て
、
児
玉
淳
一
郎
（
建
言
書
）
、

144



紹介と批評

末
松
謙
澄
（
署
名
入
り
社
説
）
、
横
田
国
臣
（
大
分
県
人
名
辞
書
）
、
玉
乃
世
履

（
日
本
弁
護
士
協
会
録
事
）
、
春
木
義
彰
（
法
律
新
聞
）
、
大
江
卓
（
帝
国
新
立
志

編
）
の
六
名
に
関
す
る
記
事
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
児
玉
と
末
松
の
資
料

は
、
本
人
の
書
い
た
文
章
の
覆
刻
で
あ
る
が
、
他
の
四
名
に
つ
い
て
は
、

第
三
者
の
筆
に
な
る
紹
介
文
で
あ
る
．
私
と
し
て
興
味
を
も
っ
た
の
は
、

玉
乃
が
判
事
在
任
中
に
、
伝
馬
町
の
獄
舎
に
出
向
き
、
拷
間
台
に
座
り
、

膝
上
に
抱
石
を
積
ま
せ
、
三
枚
目
で
苦
痛
に
堪
え
な
く
な
り
、
中
止
し
、

こ
れ
ほ
ど
の
痛
み
で
あ
れ
ぽ
、
「
人
悉
く
自
ら
認
服
せ
ん
」
と
言
っ
た
と

い
う
事
実
で
あ
る
．
爾
後
、
玉
乃
は
、
熱
心
な
拷
問
廃
止
論
者
に
な
っ
た
．

人
の
痛
み
を
知
る
こ
と
は
、
人
を
裁
く
者
の
心
掛
け
と
し
て
大
事
な
こ
と

で
あ
ろ
う
。
余
り
に
も
現
実
か
ら
か
け
離
れ
、
世
間
か
ら
孤
高
の
心
境
に

あ
る
裁
判
官
に
は
、
俗
世
間
の
争
い
を
判
断
す
る
資
格
を
疑
わ
れ
る
の
も
、

不
思
議
で
は
な
い
。

　
働
「
井
上
毅
の
拷
問
廃
止
意
見
と
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
の
井
上
宛
書
簡
」
は
、

「
梧
陰
文
庫
」
か
ら
編
纂
さ
れ
た
「
井
上
毅
伝
・
史
料
篇
第
ご
の
中
に
、

明
治
八
年
五
月
十
三
目
付
の
「
拷
訊
廃
止
意
見
案
」
と
し
て
収
録
さ
れ
た

文
書
と
同
文
庫
に
あ
る
九
年
三
月
三
十
一
日
、
井
上
に
宛
て
た
ボ
ア
ソ
ナ

ー
ド
の
書
簡
訳
文
（
河
津
祐
之
訳
）
と
を
材
料
と
し
て
、
拷
問
廃
止
へ
の
過

程
で
、
そ
の
動
き
に
積
極
的
な
寄
与
を
し
た
井
上
毅
と
井
上
に
対
す
る
ボ

ア
ソ
ナ
ー
ド
の
影
響
と
を
考
証
し
よ
う
と
し
た
資
料
で
あ
る
．
こ
こ
で
は
、

先
に
紹
介
し
た
ω
の
資
料
と
「
井
上
毅
の
拷
訊
意
見
案
」
と
が
、
内
容
的

に
極
め
て
似
て
い
る
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
．
し
か
し
、
そ
の
意
見
案
に

添
付
さ
れ
る
は
ず
の
改
正
さ
れ
る
べ
き
法
律
案
が
欠
落
し
て
い
る
の
で
、

断
定
的
な
発
言
は
控
え
ら
れ
て
い
る
．
い
ず
れ
に
し
て
も
、
井
上
毅
が
拷

問
廃
止
の
意
見
を
も
っ
て
い
た
と
い
う
点
は
、
そ
れ
ま
で
、
明
治
法
制
史

研
究
者
の
間
で
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
事
実
で
あ
る
だ
け
に
、
こ
れ
ら
の

資
料
は
、
今
後
の
研
究
上
の
重
要
な
手
が
か
り
と
な
る
こ
と
は
間
違
い
な

い
．
手
塚
博
士
は
、
ω
の
論
文
の
な
か
で
、
津
田
真
一
郎
の
「
拷
間
論
」

を
詳
し
く
紹
介
し
、
併
せ
て
、
ポ
ア
ソ
ナ
ー
ド
の
廃
止
意
見
書
を
も
対
比

的
に
摘
記
し
な
が
ら
、
「
津
田
の
「
拷
問
論
」
と
比
較
す
る
と
、
一
層
詳
し

く
議
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
認
め
る
と
し
て
も
、
そ
の
論
旨
は
ほ

と
ん
ど
大
同
小
異
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
津
田
の
影
響
で
わ
ず
か

に
拷
問
屈
出
を
採
ら
し
め
た
の
に
反
し
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
の
建
白
書
の
場

合
は
：
、
よ
り
深
刻
、
よ
り
甚
大
な
影
響
を
政
府
当
局
に
あ
た
え
た
の

は
何
故
か
。
そ
れ
は
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
の
当
時
の
司
法
部
内
に
お
け
る
確

固
不
動
の
立
場
の
然
ら
し
む
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
」
と
論
評
し
て
お
ら
れ

た
（
本
書
二
一
頁
）
。
井
上
毅
宛
の
書
簡
は
、
司
法
省
在
職
中
に
井
上
と
知

己
と
な
っ
た
間
柄
で
あ
る
と
は
い
え
、
九
年
三
月
当
時
、
正
院
に
出
仕
し

て
い
た
井
上
に
働
ら
き
か
け
を
し
た
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
の
「
拷
問
廃
止
」
を

実
現
し
よ
う
と
す
る
情
熱
を
感
じ
さ
せ
る
。
そ
れ
は
、
西
欧
の
刑
事
法
制

を
モ
デ
ル
と
し
て
法
の
近
代
化
を
推
進
し
よ
う
と
す
る
日
本
政
府
の
法
律

顧
問
と
し
て
の
使
命
感
に
よ
る
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
㈲
「
神
奈
川
裁
判
所
御
雇
外
人
ヒ
ル
の
拷
問
廃
止
建
言
書
」
は
、
明
治

初
期
の
公
文
書
を
集
録
し
た
「
太
政
類
典
」
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
含

ま
れ
た
、
ヒ
ル
の
拷
問
廃
止
建
言
書
を
覆
刻
し
た
資
料
で
あ
る
．
手
塚
博

士
に
は
、
「
司
法
省
御
雇
外
人
ヒ
ル
と
そ
の
建
白
書
」
（
法
学
研
究
四
一
巻
三
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号
）
の
業
績
が
あ
り
、
此
の
資
料
は
、
そ
れ
を
補
足
す
る
も
の
で
あ
る
．

資
料
の
解
説
に
あ
た
る
部
分
に
、
ヒ
ル
の
雇
入
れ
事
情
な
ど
、
右
の
フ
ィ

ル
ム
か
ら
得
ら
れ
た
資
料
に
基
づ
き
、
手
塚
博
士
な
ら
で
は
の
詳
し
い
紹

介
が
出
て
い
る
．

　
ヒ
ル
の
建
言
書
は
、
自
分
が
勤
務
し
て
い
る
神
奈
川
県
庁
で
行
わ
れ
て

い
る
拷
問
の
模
様
か
ら
説
き
起
し
、
た
と
え
裁
判
官
の
面
前
で
あ
っ
た
と

し
て
も
、
拷
問
に
よ
り
得
た
自
白
で
有
罪
を
言
い
渡
す
こ
と
な
ど
背
理
で

あ
る
と
指
摘
す
る
．
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
の
意
見
な
ど
と
比
べ
れ
ぽ
、
理
論
的

面
、
法
律
的
な
面
で
の
不
充
分
さ
は
否
定
で
き
な
い
が
、
外
国
人
、
殊
に

そ
の
新
聞
関
係
者
の
多
く
出
入
り
す
る
県
庁
内
の
拷
問
所
を
そ
の
ま
ま
放

置
し
て
お
け
ば
、
条
約
改
正
に
も
不
都
合
で
あ
る
と
い
う
趣
旨
の
指
摘
も

あ
る
．
こ
れ
は
、
当
時
、
日
本
政
府
の
要
人
に
対
し
、
一
番
効
果
的
な
説

得
の
切
札
の
よ
う
で
あ
っ
た
．
政
府
部
内
で
の
評
価
が
、
こ
の
ア
メ
リ
カ

の
法
律
家
ヒ
ル
の
場
合
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
ほ
ど
で
は
な
か
っ
た
た
め
か
、

ヒ
ル
の
建
言
書
は
何
ら
の
反
響
を
及
ぼ
さ
な
か
っ
た
．
な
お
、
こ
の
建
言

書
は
、
津
田
真
一
郎
の
「
拷
問
論
」
よ
り
一
年
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
の
意
見

書
な
ど
よ
り
二
年
も
早
く
提
出
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
．

　
四
　
次
に
、
矯
正
（
監
獄
関
係
）
に
関
す
る
論
稿
に
つ
い
て
、
紹
介
す
る
。

　
㈲
「
明
治
二
十
年
・
罪
石
事
件
の
一
考
察
」
　
明
治
二
〇
年
に
、
大
阪

府
、
兵
庫
県
な
ど
の
監
獄
で
、
受
刑
者
に
「
罪
石
」
と
称
す
る
石
を
背
負

わ
せ
構
内
を
歩
行
さ
せ
る
一
種
の
「
空
刑
」
の
制
度
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、

世
論
の
強
い
反
擾
に
あ
い
、
わ
ず
か
に
数
ケ
月
で
中
止
さ
れ
た
「
罪
石
事

件
」
を
詳
細
に
論
述
し
た
長
編
の
論
文
で
あ
り
、
私
が
助
教
授
の
最
後
の

年
に
発
表
さ
れ
、
そ
の
手
堅
い
資
料
の
蒐
集
と
分
析
に
感
服
し
た
思
い
出

の
あ
る
好
著
で
あ
る
。
こ
の
論
文
が
出
る
ま
で
、
「
罪
石
」
に
つ
い
て
、

ご
く
断
片
的
な
記
述
が
散
見
さ
れ
た
だ
け
に
す
ぎ
な
か
っ
た
か
ら
、
本
稿

に
よ
っ
て
、
明
治
行
刑
史
の
空
白
の
一
頁
は
、
立
派
に
埋
め
ら
れ
た
と
言

う
こ
と
が
で
き
る
。

　
罪
石
の
制
度
が
行
わ
れ
た
と
さ
れ
る
地
方
と
し
て
、
大
阪
府
（
空
役
内

規
）
、
兵
庫
県
が
知
ら
れ
て
お
り
、
前
者
に
つ
い
て
は
、
大
阪
日
報
が
そ

の
実
施
（
明
治
二
〇
年
四
月
一
日
）
の
翌
日
に
こ
の
事
実
を
報
じ
て
い
る
し
、

二
、
三
の
新
聞
記
事
が
そ
の
後
の
状
況
、
そ
し
て
九
月
一
七
日
に
こ
の
制

度
が
廃
止
さ
れ
た
旨
を
も
報
じ
て
い
る
。
後
者
に
つ
い
て
は
、
神
戸
又
新

日
報
が
報
じ
て
お
り
、
し
か
も
、
兵
庫
の
方
が
、
大
阪
府
に
先
が
け
て
、

同
年
一
月
よ
り
実
施
し
て
い
た
。
岡
山
県
に
つ
い
て
も
、
罪
石
の
制
度
が

あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
の
は
、
大
阪
の
制
度
の
廃
止
を
訴
え
た
大
阪
組
合

代
言
人
有
志
の
意
見
書
で
あ
る
が
、
手
塚
博
士
は
、
山
陽
日
報
の
記
事
を

手
が
か
り
と
し
て
そ
の
事
実
を
疑
っ
て
お
ら
れ
る
。
そ
の
ほ
か
、
高
知
県
、

長
崎
県
、
警
視
庁
の
監
獄
に
「
罪
石
」
「
空
車
廻
し
」
な
ど
、
獄
則
違
反

者
に
対
す
る
懲
罰
と
し
て
用
い
ら
れ
た
ら
し
い
形
跡
が
あ
る
と
い
う
資
料

の
紹
介
が
あ
る
が
、
慎
重
に
結
論
を
控
え
て
居
ら
れ
る
．

　
罪
石
事
件
に
対
す
る
社
会
的
反
響
は
、
大
阪
日
報
の
記
事
を
契
機
と
し

て
現
わ
れ
る
が
、
大
阪
府
議
会
の
審
議
に
お
い
て
も
、
こ
の
問
題
が
取
り

あ
げ
ら
れ
、
激
し
い
討
議
が
か
わ
さ
れ
た
こ
と
が
、
「
大
阪
臨
時
府
会
議

事
決
議
録
」
か
ら
の
引
用
で
論
証
さ
れ
、
そ
の
他
、
新
聞
記
事
、
公
的
資

料
を
駆
使
し
、
世
論
が
こ
の
話
題
で
大
い
に
沸
い
た
状
況
が
示
さ
れ
て
い
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る
．
大
阪
府
会
の
建
議
の
な
か
に
、
「
条
約
改
正
に
も
悪
影
響
を
も
た
ら

す
」
と
の
指
摘
が
み
え
る
。
世
論
の
反
対
は
や
が
て
政
府
関
係
者
を
動
か

す
よ
う
に
な
る
が
、
そ
れ
に
は
、
大
阪
組
合
代
言
人
会
の
廃
止
意
見
書
が

大
い
に
あ
ず
か
っ
て
力
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
罪
石
制
度
が
監
獄
則
の
規
定

す
る
「
定
役
」
で
は
な
い
と
力
説
す
る
「
罪
石
廃
止
の
意
見
書
」
は
、
さ

ら
に
、
欧
米
各
国
の
行
刑
方
針
が
懲
戒
主
義
か
ら
感
化
主
義
へ
進
化
し
た

状
況
を
説
明
し
、
わ
が
国
の
監
獄
も
、
こ
の
方
向
に
拠
っ
て
改
良
す
べ
き

で
あ
る
と
主
張
し
、
当
面
の
条
約
改
正
の
た
め
に
は
、
罪
石
は
大
き
な
障

碍
で
あ
る
と
断
定
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
一
連
の
動
き
に
よ
り
当
局
も
重

い
腰
を
あ
げ
、
九
月
一
七
日
限
り
で
廃
止
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
手
塚
博
士
は
、
こ
の
論
文
の
「
罪
石
事
件
の
背
景
と
意
義
」
の
項
目
で
、

江
戸
か
ら
明
治
へ
移
っ
た
刑
罰
制
度
の
な
か
で
、
自
由
刑
が
ど
の
よ
う
な

位
置
を
占
め
、
そ
の
実
態
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
、
詳
細
な
分
析

を
し
て
お
ら
れ
る
が
、
行
刑
職
員
の
数
と
比
べ
て
、
受
刑
者
の
増
加
に
よ

り
、
施
設
内
の
処
遇
は
極
め
て
不
良
で
あ
っ
た
こ
と
、
全
国
的
な
不
景
気

の
影
響
で
作
業
も
充
分
で
な
く
、
外
役
作
業
も
不
足
す
る
事
態
で
あ
っ
た

こ
と
、
こ
れ
が
た
め
に
役
刑
の
弛
緩
が
見
ら
れ
た
こ
と
、
行
刑
職
員
の
な

か
に
厳
格
な
懲
戒
主
義
の
思
想
が
あ
っ
た
こ
と
、
兵
庫
県
で
「
罪
石
」
が

採
用
さ
れ
た
に
つ
い
て
は
、
明
治
初
年
に
イ
ギ
リ
ス
で
「
空
刑
」
に
相
当

す
る
制
度
を
行
っ
て
い
た
の
を
視
察
し
た
こ
と
の
あ
る
内
海
某
が
同
県
の

知
事
と
な
り
、
諸
般
の
情
勢
上
、
罪
石
が
案
出
さ
れ
た
こ
と
な
ど
の
事
実

を
あ
げ
て
お
ら
れ
る
．

　
罪
石
の
廃
止
は
、
新
聞
に
よ
る
世
論
の
動
き
が
、
国
政
を
動
か
し
た
一

例
で
あ
る
が
、
条
約
改
正
の
た
め
に
は
獄
政
改
革
が
急
務
で
あ
る
と
す
る

考
え
が
政
府
部
内
に
拡
ま
っ
た
こ
と
も
大
き
く
作
用
し
た
．
他
方
、
中
央

で
、
清
浦
奎
吾
の
指
導
の
下
に
、
内
務
省
の
獄
政
改
良
が
軌
道
に
乗
っ
た

時
期
と
も
重
な
っ
た
こ
と
が
、
地
方
の
監
獄
で
残
存
し
て
い
た
懲
戒
的
な

発
想
に
よ
る
「
罪
石
」
の
制
度
を
短
時
問
で
廃
止
さ
せ
る
の
に
力
が
あ
っ

た
の
で
あ
る
．
そ
れ
か
ら
二
年
足
ら
ず
の
間
に
、
監
獄
則
の
全
面
改
正
が

あ
り
、
や
が
て
来
日
し
た
ゼ
ー
バ
ッ
ハ
の
影
響
の
も
と
で
、
受
刑
者
の
改

善
を
基
調
と
す
る
近
代
的
な
行
刑
が
始
ま
る
の
で
あ
る
．

「
明
治
時
代
に
お
け
る
監
獄
改
良
は
、
そ
の
他
の
文
化
面
の
改
革
に
比
較

す
る
と
、
実
に
遅
々
た
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
明
治
維
新
は
フ
ラ

ソ
ス
革
命
と
は
ち
が
い
、
あ
ら
た
に
政
権
を
握
っ
た
者
も
依
然
と
し
て
前

代
の
支
配
階
級
で
あ
っ
た
武
士
で
あ
り
．
そ
れ
が
た
め
人
権
の
尊
重
、
自

由
平
等
の
思
想
が
徹
底
せ
ず
、
囚
人
扱
い
の
改
革
は
、
お
上
の
慈
悲
と
考

え
ら
れ
が
ち
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
」
と
す
る
博
士
の
む
す
び
の
言
葉
に
、

罪
石
事
件
が
発
生
し
た
時
代
的
背
景
を
鋭
く
え
ぐ
る
響
が
あ
る
．

　
つ
い
で
な
が
ら
、
本
稿
で
、
小
河
滋
次
郎
「
監
獄
学
」
（
明
治
二
十
七
年
）

に
、
空
役
の
種
類
と
し
て
「
鉄
丸
」
「
罪
石
」
の
名
称
だ
け
が
あ
げ
ら
れ

て
い
る
、
と
あ
る
（
本
書
八
九
頁
注
6
）
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
「
近
代
監
獄

制
度
の
指
導
者
　
ク
ル
ト
・
フ
ォ
ン
・
ゼ
ー
バ
ッ
ハ
」
（
昭
和
六
〇
年
）
に
、

小
河
滋
次
郎
博
士
の
筆
に
な
る
「
内
務
省
雇
獄
務
教
師
フ
ヲ
ン
、
ゼ
ー
バ

ッ
ハ
氏
の
談
話
筆
記
」
（
「
警
察
監
獄
学
会
雑
誌
」
第
三
号
、
第
六
号
．
明
治
二

十
三
年
一
月
、
四
月
）
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
ゼ
ー
バ
ッ
ハ
は

訪
日
の
船
旅
の
途
中
、
香
港
の
監
獄
を
見
た
印
象
を
語
っ
て
お
り
、
羊
、
こ

147



法学研究59巻7号（’86：7シ

に
「
其
作
業
の
中
に
は
、
彼
の
英
国
風
の
所
謂
空
役
と
称
し
、
徒
ら
に
鉄

丸
を
転
ば
し
、
空
車
を
動
か
す
を
以
て
終
日
の
労
役
と
な
す
も
の
あ
る
を

見
た
り
．
役
業
と
し
て
軽
易
の
労
働
を
科
す
る
の
不
可
な
る
こ
と
、
固
と

よ
り
論
を
侯
た
ざ
れ
ど
も
、
彼
の
空
役
の
如
き
は
、
果
し
て
之
を
も
っ
て

監
獄
作
業
の
要
件
を
具
備
し
た
る
も
の
な
り
と
謂
ふ
べ
き
か
云
々
」
と
の

個
所
が
あ
る
（
前
掲
書
二
一
頁
、
下
段
）
。
「
英
国
風
の
所
謂
空
役
」
と
あ
る

の
は
、
そ
の
当
時
に
も
英
本
国
で
実
際
に
行
わ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
な

の
か
、
そ
れ
と
も
英
領
植
民
地
に
は
残
っ
て
い
る
が
、
「
イ
ギ
リ
ス
で
は

か
っ
て
行
わ
れ
て
い
た
制
度
」
と
い
う
意
味
か
、
興
味
が
あ
る
。
小
河
博

士
の
体
系
書
の
叙
述
は
、
そ
の
師
ゼ
ー
バ
ッ
ハ
の
話
と
日
本
の
罪
石
と
を

念
頭
に
置
い
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
ω
「
大
分
県
監
獄
事
件
取
調
書
（
明
治
十
六
年
）
」
は
、
資
料
名
か
ら
す

る
と
、
監
獄
内
の
不
詳
事
件
に
関
す
る
文
書
の
よ
う
に
思
え
る
が
、
そ
う

で
は
な
く
て
、
大
分
県
内
の
全
監
獄
の
職
員
数
、
受
刑
者
数
は
も
と
よ
り
、

全
受
刑
者
の
犯
罪
別
、
動
機
別
の
分
類
の
ほ
か
、
累
犯
者
に
関
す
る
詳
し

い
調
査
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
此
の
資
料
は
、
慶
鷹
義
塾
大
学
図
書
館
が

所
蔵
し
て
い
る
村
田
保
文
書
に
あ
っ
た
珍
ら
し
い
史
料
で
あ
り
、
刑
事
政

策
に
関
心
の
あ
る
者
に
と
っ
て
も
、
た
い
へ
ん
興
味
が
あ
る
．

　
⑧
「
馬
場
辰
猪
『
日
本
監
獄
論
』
に
関
す
る
新
資
料
」
は
、
旧
自
由
党

員
で
あ
っ
た
馬
場
が
、
渡
米
前
に
友
人
と
と
も
に
横
浜
の
貿
易
商
の
と
こ

ろ
で
爆
発
物
に
つ
い
て
問
い
合
わ
せ
た
こ
と
を
奇
貨
と
し
、
爆
発
物
取
締

罰
則
違
反
の
容
疑
で
拘
引
さ
れ
、
八
ケ
月
、
未
決
監
に
収
容
さ
れ
た
が
、

東
京
軽
罪
裁
判
所
で
無
罪
判
決
を
う
け
、
放
免
さ
れ
、
直
ち
に
ア
メ
リ
カ

に
渡
っ
た
。
馬
場
は
、
二
年
半
後
に
、
北
米
で
客
死
す
る
の
で
あ
る
が
、

そ
の
間
、
日
本
の
藩
閥
政
府
の
前
近
代
性
を
各
方
面
で
訴
え
た
。
そ
の
一

つ
に
、
有
名
な
「
目
本
監
獄
論
」
が
あ
る
．
本
書
に
覆
刻
さ
れ
た
資
料
は
、

右
の
論
文
が
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
直
後
、
在
留
一
日
本
人
が
馬
場
の
所
論

に
対
す
る
反
駁
文
を
寄
せ
、
そ
れ
に
対
し
て
馬
場
が
回
答
と
し
て
書
い
た

文
章
で
あ
る
．
こ
の
二
つ
の
新
聞
投
稿
を
覆
刻
・
紹
介
し
た
も
の
で
あ
っ

て
、
馬
場
辰
猪
研
究
の
た
め
に
資
料
化
が
な
さ
れ
た
。

　
五
　
決
闘
罪
に
関
し
て
、
㈲
「
明
治
中
期
に
お
け
る
決
闘
罪
制
定
の
一

考
察
」
と
⑯
「
光
妙
寺
三
郎
の
決
闘
是
認
論
お
よ
び
「
決
闘
条
規
」
」
の

二
つ
が
あ
る
．

　
右
の
う
ち
、
決
闘
罪
の
論
文
に
つ
い
て
は
、
私
個
人
の
思
い
出
が
あ
る
。

昭
和
四
〇
年
一
〇
月
末
に
、
当
時
の
若
手
刑
法
学
者
五
人
の
う
ち
の
一
人

と
し
て
、
法
制
審
議
会
刑
事
法
特
別
部
会
の
幹
事
に
任
命
さ
れ
、
折
か
ら

第
二
読
会
に
入
っ
て
い
た
刑
法
改
正
に
参
加
し
た
。
私
の
属
し
た
第
五
小

委
員
会
で
は
、
当
時
、
傷
害
罪
の
章
を
検
討
し
て
お
り
、
構
成
要
件
の
細
分

化
の
一
つ
と
し
て
、
特
別
刑
法
の
「
決
闘
罪
二
関
ス
ル
件
」
を
刑
法
典
に

と
り
入
れ
る
べ
き
か
否
か
に
つ
い
て
審
議
が
始
ま
っ
た
。
こ
の
「
法
律
」

の
内
容
が
、
目
本
の
旧
制
度
で
あ
る
「
仇
討
」
や
「
果
し
合
い
」
と
は
か

な
り
違
う
の
で
、
何
か
特
別
な
立
法
動
機
で
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
て
、
明
治
二
〇
年
以
降
の
主
だ
っ
た
新
聞
記
事
を
集
め
た
と
こ
ろ
、
「
西

洋
か
ぶ
れ
」
し
て
い
た
当
時
の
「
政
治
青
年
」
の
間
に
、
西
欧
の
決
闘
を

真
似
た
争
い
が
か
な
り
多
発
し
た
と
い
う
事
実
を
つ
き
と
め
、
こ
の
資
料

を
も
っ
て
手
塚
博
士
の
意
見
を
求
め
、
併
せ
て
、
私
見
を
述
べ
た
。
お
そ
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ら
く
、
か
ね
て
か
ら
暖
め
て
お
ら
れ
た
テ
ー
マ
と
一
致
し
た
た
め
で
あ
ろ

う
か
、
五
年
ほ
ど
し
て
、
豊
富
な
資
料
の
裏
づ
け
の
あ
る
詳
細
な
こ
の
論

文
が
誕
生
し
た
。

　
明
治
二
二
年
法
律
第
三
四
号
を
も
っ
て
制
定
、
施
行
さ
れ
た
「
決
闘
罪

二
関
ス
ル
件
」
に
つ
い
て
、
前
記
の
刑
法
改
正
作
業
で
は
、
こ
れ
が
現
在

に
お
い
て
も
っ
ば
ら
少
年
非
行
の
取
締
、
殊
に
、
暴
力
団
構
成
員
で
あ
る

非
行
少
年
の
闘
争
の
未
然
の
取
締
に
用
い
ら
れ
、
こ
の
法
律
の
内
容
で
あ

る
「
名
誉
を
か
け
て
闘
争
す
る
」
形
式
の
決
闘
で
な
い
こ
と
な
ど
の
理
由

で
、
決
闘
罪
と
し
て
独
立
の
章
を
設
け
る
の
て
は
な
く
、
「
兇
器
に
よ
る

合
意
闘
争
」
と
し
て
、
傷
害
、
暴
行
の
章
に
加
え
る
と
い
う
提
案
が
な
さ

れ
た
．
「
決
闘
ら
し
い
決
闘
」
が
わ
が
国
で
行
わ
れ
た
か
ど
う
か
を
め
ぐ

り
、
立
法
上
、
議
論
が
あ
っ
た
の
は
、
昭
和
二
年
の
刑
法
改
正
予
備
草
案
、

殊
に
、
昭
和
一
五
年
の
刑
法
改
正
仮
案
の
審
議
に
お
い
て
で
あ
る
．
し
か

し
、
そ
の
際
の
論
議
に
現
わ
れ
た
委
員
の
発
言
を
み
る
と
、
「
決
闘
罪
二

関
ス
ル
件
」
の
制
定
前
の
事
情
に
つ
い
て
は
、
殆
ん
ど
正
確
な
認
識
は
な

か
っ
た
よ
う
で
あ
る
．
』
つ
の
法
律
の
存
否
を
問
題
と
す
る
場
合
、
そ

の
法
律
の
制
定
事
情
を
十
分
理
解
し
、
そ
の
上
で
、
現
在
に
お
け
る
存
在

価
値
を
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
は
、
い
う
ま
で
も
な
い
．
本
稿
は
、
明

治
中
期
に
お
い
て
、
決
闘
罪
が
、
ど
の
よ
う
な
社
会
的
事
情
の
も
と
で
制

定
さ
れ
た
か
、
そ
の
使
命
は
何
で
あ
っ
た
か
、
な
ど
の
点
を
、
で
き
る
だ

け
詳
し
く
検
討
す
る
こ
と
を
目
的
」
と
し
て
執
筆
さ
れ
た
．

　
明
治
二
二
年
に
、
決
闘
罪
に
関
す
る
単
行
法
が
立
法
さ
れ
た
の
は
、
明

治
一
五
年
の
旧
刑
法
に
こ
の
種
の
規
定
が
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
．
と
こ

ろ
が
、
「
日
本
刑
法
草
案
」
（
全
四
七
八
条
）
に
も
、
そ
の
前
身
で
あ
る
「
日

本
刑
法
草
案
直
訳
」
（
全
四
七
九
条
）
に
も
、
決
闘
罪
規
定
は
な
か
っ
た
．

そ
の
提
案
は
、
ど
う
や
ら
草
案
起
草
の
初
期
の
段
階
で
取
り
除
か
れ
た
よ

う
で
あ
る
．
こ
の
点
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
自
身
の
言
葉
が
残
っ
て
い
る
．
ま

た
、
旧
刑
法
施
行
後
に
、
政
府
の
命
を
受
け
て
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
が
起
稿
し

た
「
日
本
帝
国
刑
法
改
正
草
案
」
の
な
か
に
、
決
闘
罪
規
定
（
一
ニ
ケ
条
）
が

あ
り
、
そ
れ
が
仮
訳
な
ど
の
資
料
と
併
記
し
て
覆
刻
さ
れ
て
い
る
．
「
潔

白
の
決
闘
」
を
「
不
潔
白
」
の
そ
れ
と
区
別
し
、
前
者
を
普
通
の
殺
人
・

傷
害
と
区
別
し
、
軽
い
刑
罰
で
の
ぞ
む
な
ど
、
特
別
な
取
り
扱
い
が
規
定

さ
れ
て
い
る
。
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
は
、
別
に
、
日
本
で
決
闘
罪
を
設
け
る
必

要
性
に
つ
い
て
フ
ラ
ン
ス
の
雑
誌
に
寄
稿
し
て
い
る
が
、
そ
の
な
か
で
目

本
人
の
性
質
か
ら
み
て
、
こ
の
種
の
類
型
を
規
定
し
て
お
く
必
要
の
あ
る

こ
と
を
力
説
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
そ
の
予
想
は
、
当
っ
た
の
で
あ
っ
て
、

旧
刑
法
が
公
布
さ
れ
た
明
治
一
三
年
七
月
以
降
、
決
闘
罪
が
規
定
さ
れ
な

か
っ
た
こ
と
は
、
は
た
し
て
妥
当
で
あ
っ
た
か
を
め
ぐ
り
、
論
議
が
起
こ

り
、
一
般
新
聞
に
も
法
律
雑
誌
に
も
、
賛
否
両
論
が
活
澄
に
戦
わ
さ
れ
、

法
律
家
の
間
に
、
決
闘
に
対
す
る
関
心
を
持
つ
者
が
多
か
っ
た
状
況
を
知

り
う
る
．
決
闘
の
問
題
は
、
明
治
一
二
年
、
長
崎
県
の
高
島
炭
鉱
に
お
け

る
坑
夫
の
処
遇
問
題
を
め
ぐ
り
、
現
場
に
派
遣
さ
れ
、
坑
夫
虐
待
の
視
察

記
を
書
い
た
記
者
た
ち
の
記
事
の
当
否
を
め
ぐ
っ
て
争
い
が
起
ぎ
、
現
地

に
特
派
さ
れ
た
記
者
の
間
で
決
闘
騒
ぎ
が
起
き
、
そ
れ
を
契
機
と
し
て
、

に
わ
か
に
全
国
各
地
で
決
闘
の
発
生
を
知
ら
せ
る
記
事
が
続
々
と
新
聞
紙

上
に
出
た
一
方
、
明
治
二
一
年
秋
以
降
、
新
聞
、
雑
誌
、
討
論
会
な
ど
で
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決
闘
の
是
非
論
争
が
華
々
し
く
展
開
さ
れ
た
。
前
述
の
私
が
集
め
た
新
聞

記
事
は
、
ま
さ
に
此
の
時
代
の
も
の
で
あ
っ
た
．
し
か
し
、
明
治
一
二
年

秋
に
は
、
世
論
の
大
勢
は
、
決
闘
否
認
論
を
と
っ
て
い
た
に
も
拘
ら
ず
、

政
府
は
、
決
闘
に
関
し
て
単
行
法
を
制
定
す
る
に
至
ら
な
か
っ
た
。
そ
の

後
、
一
年
ほ
ど
し
て
、
東
京
大
森
村
で
、
海
苔
の
採
取
を
め
ぐ
り
、
壮
士

と
漁
民
の
間
の
争
い
と
な
り
、
宮
本
頼
之
代
議
士
の
決
闘
事
件
が
起
き
、

こ
れ
を
契
機
と
し
て
、
「
決
闘
罪
二
関
ス
ル
件
」
が
「
第
六
百
五
十
三
号

議
案
」
と
し
て
元
老
院
に
提
出
さ
れ
、
賛
否
両
論
が
激
し
く
戦
わ
さ
れ
た

後
、
現
行
の
規
定
が
誕
生
し
た
。
手
塚
博
士
は
、
「
元
老
院
会
議
筆
記
」

や
雑
誌
記
事
を
多
数
引
用
し
、
右
の
法
律
制
定
前
後
の
状
況
を
詳
し
く
考

証
し
て
居
ら
れ
る
．
光
妙
寺
三
郎
関
係
の
「
資
料
」
は
、
決
闘
肯
定
論
者

の
一
人
で
あ
る
光
妙
寺
が
五
大
法
律
学
校
討
論
会
で
述
べ
た
「
賛
成
論
」

と
併
せ
て
、
そ
の
筆
に
な
る
「
決
闘
条
規
」
も
覆
刻
さ
れ
て
い
る
．
な
お
、

手
塚
博
士
は
、
光
妙
寺
の
残
し
た
こ
の
資
料
に
つ
い
て
、
「
国
家
の
法
令

と
し
て
確
立
せ
よ
と
の
意
味
で
提
案
し
た
も
の
か
、
そ
れ
と
も
民
間
の
慣

習
と
し
て
一
応
の
基
準
を
示
し
た
も
の
か
」
明
ら
か
で
な
い
が
、
後
者
で

は
な
い
か
と
推
測
し
て
お
ら
れ
る
。

　
六
　
最
後
に
．
残
っ
た
論
文
の
一
編
と
資
料
五
点
を
ま
と
め
て
紹
介
し

た
い
．
す
で
に
二
で
一
言
し
た
よ
う
に
、
OD
「
司
法
省
修
補
課
（
明
治
十

二
、
三
年
）
関
係
資
料
」
も
．
⑬
以
下
の
自
由
民
権
運
動
、
殊
に
、
そ
の

言
論
・
表
現
の
自
由
と
の
か
か
わ
り
の
あ
る
テ
ー
マ
の
論
文
、
資
料
と
関

連
づ
け
て
、
本
書
に
再
録
さ
れ
て
い
る
．
本
資
料
は
、
明
治
一
二
年
二
月
、

司
法
省
議
法
局
内
に
設
け
ら
れ
．
一
三
年
四
月
に
，
同
省
内
の
局
課
改
正

に
よ
り
廃
止
さ
れ
た
「
司
法
省
修
補
課
」
と
修
補
委
員
の
「
事
蹟
」
と
を

法
務
図
書
館
蔵
「
修
補
課
各
委
員
意
見
書
類
」
に
も
と
づ
い
て
考
証
さ
れ

た
の
で
あ
っ
て
、
意
見
書
の
一
覧
表
と
議
案
中
、
「
法
制
史
的
に
み
て
重

要
と
思
わ
れ
る
」
九
回
議
案
と
そ
の
附
属
文
書
が
覆
刻
さ
れ
て
い
る
．
例

に
よ
っ
て
、
「
修
補
課
」
の
設
立
と
廃
止
、
各
委
員
の
「
現
職
」
な
ど
に

つ
い
て
、
詳
し
い
考
証
が
加
え
ら
れ
て
い
る
．

　
㈱
「
公
会
条
例
」
お
よ
ぴ
「
公
会
罰
則
」
草
案
と
⑯
「
元
老
院
に
お
け

る
集
会
条
例
改
正
意
見
書
（
明
治
十
六
年
）
」
の
二
つ
の
資
料
は
、
と
も
に

前
出
（
三
㈹
）
の
「
吾
園
叢
書
」
の
綴
り
込
み
に
ふ
く
ま
れ
た
筆
写
本
で
．

㈹
は
明
治
八
、
九
年
、
㈲
は
明
治
一
八
年
の
分
か
ら
み
つ
か
っ
た
も
の
で

あ
る
。
使
用
さ
れ
た
太
政
官
十
三
行
罫
紙
と
細
川
氏
の
法
制
局
在
職
期
間

と
の
関
係
で
明
治
九
年
四
月
以
前
に
法
制
局
で
作
成
さ
れ
、
な
ん
ら
か
の

事
情
で
陽
の
目
を
み
る
こ
と
な
く
廃
案
と
な
っ
た
法
律
案
で
あ
ろ
う
と
推

定
し
て
お
ら
れ
る
．
い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
れ
は
、
言
論
弾
圧
に
次
い
で
、

集
会
結
社
の
自
由
を
剥
奪
し
よ
う
と
し
た
当
時
の
権
力
者
の
意
図
を
推
測

さ
せ
る
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。

　
㈲
の
資
料
に
つ
い
て
、
手
塚
博
士
は
、
そ
の
解
題
に
相
当
す
る
文
章
に

お
い
て
、
「
草
案
の
内
容
は
、
集
会
条
例
の
集
会
．
結
社
に
対
す
る
き
び

し
い
規
制
の
域
を
さ
ら
に
の
り
こ
え
、
政
治
結
社
、
す
な
わ
ち
政
党
そ
の

も
の
を
全
面
的
に
禁
止
」
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
立
法
趣
旨
を
述
べ
た
意

見
書
末
尾
か
ら
、
「
一
切
の
政
党
を
禁
止
し
、
も
っ
て
藩
閥
政
権
を
永
久

に
護
持
せ
ん
と
し
た
立
案
者
の
企
図
」
が
余
す
と
こ
ろ
な
く
伝
わ
っ
て
い

る
と
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
．
こ
の
「
私
案
」
の
起
草
者
に
つ
い
て
、
細
川
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で
は
な
い
か
と
の
推
定
も
成
り
立
つ
と
し
な
が
ら
、
断
定
を
避
け
て
お
ら

れ
る
。
た
と
え
日
の
目
を
み
な
か
っ
た
と
は
い
え
、
元
老
院
内
で
政
党
の

全
面
禁
止
を
め
ざ
す
集
会
条
例
の
改
正
案
が
準
備
さ
れ
て
い
た
事
実
を
示

す
こ
の
資
料
は
、
注
目
に
価
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
⑬
「
集
会
条
例
質
間
録
」
は
、
法
務
図
書
館
所
蔵
に
か
か
る
資
料
で
あ

っ
て
、
集
会
条
例
施
行
後
、
「
内
務
省
あ
る
い
は
各
地
方
庁
か
ら
太
政
官

法
制
部
宛
」
に
寄
せ
ら
れ
た
質
問
と
そ
れ
に
対
す
る
回
答
全
一
八
通
の
往

復
文
書
を
覆
刻
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
⑯
「
譲
諺
律
の
廃
止
に
関
す
る
一
考
察
」
と
⑯
「
諌
諺
律
を
め
ぐ
る
二

つ
の
大
審
院
判
例
」
と
は
、
と
も
に
、
明
治
初
年
に
制
定
さ
れ
た
一
連
の

自
由
民
権
運
動
弾
圧
の
た
め
の
法
律
の
一
つ
で
あ
る
「
譲
諺
律
」
の
廃
止

に
到
る
過
程
、
殊
に
、
裁
判
上
の
適
用
に
お
け
る
混
乱
ぶ
り
を
具
体
的
な

判
例
を
豊
富
に
引
用
し
、
検
討
さ
れ
た
論
文
と
、
関
連
す
る
大
審
院
判
決

を
覆
刻
し
た
資
料
で
あ
る
。

　
そ
も
そ
も
、
こ
の
法
律
は
、
本
来
の
機
能
か
ら
言
え
ば
「
近
代
社
会
に

お
け
る
個
人
の
尊
厳
の
保
護
を
め
ざ
」
す
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
が
、
実
際
の

適
用
に
あ
っ
て
は
、
一
般
国
民
の
名
誉
保
護
よ
り
も
官
吏
の
そ
れ
に
重
点

が
置
か
れ
、
そ
の
よ
う
に
運
用
さ
れ
た
た
め
、
自
由
民
権
運
動
の
弾
圧
に

悪
用
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
．
そ
L
て
こ
の
法
律
の
「
文
言
」
は
、
「
著
作
活

動
」
「
図
画
肖
像
」
に
よ
る
「
諜
諺
」
を
処
罰
の
対
象
と
し
て
い
た
の
で

あ
っ
た
。
立
法
当
時
．
自
由
民
権
論
者
た
ち
は
、
新
聞
・
雑
誌
な
ど
の
出

版
物
に
よ
り
活
動
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
政
談
演
説
は
、
い
ま
だ
、
一
般

に
普
及
し
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、
演
説
が
普
及
す
る
に
伴
い
、
演
説

の
形
で
な
さ
れ
た
「
議
諺
」
に
対
し
、
本
法
の
規
定
の
適
用
が
裁
判
上
問

題
と
な
っ
た
。
大
審
院
は
、
は
じ
め
は
、
適
用
は
な
い
と
し
て
い
た
と
こ

ろ
、
明
治
一
四
年
末
に
発
生
し
た
前
島
豊
太
郎
事
件
に
際
し
、
演
説
に
右

法
律
の
適
用
を
認
め
た
。
⑯
は
、
大
審
院
の
こ
の
件
に
関
す
る
消
極
・
積

極
判
例
を
覆
刻
し
、
こ
の
間
の
法
適
用
上
の
問
題
性
に
具
体
例
を
あ
げ
、

考
証
の
補
強
と
し
て
い
る
．

　
講
諺
律
制
定
、
施
行
の
後
、
刑
法
の
分
野
で
は
、
旧
刑
法
の
制
定
、
公

布
が
あ
り
、
そ
の
中
で
、
同
法
の
多
く
の
部
分
が
「
刑
法
典
」
の
罪
と
し

て
吸
収
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、
旧
刑
法
典
施
行
後
に
、
多
く
の
下
級
審
に

お
い
て
、
名
誉
殿
損
事
件
と
関
連
し
、
認
諺
律
が
い
ま
だ
効
力
を
も
つ
か

否
か
に
つ
い
て
争
い
が
起
き
、
判
例
の
扱
い
も
矛
盾
し
、
実
務
上
に
混
乱

が
見
ら
れ
た
。
手
塚
博
士
は
、
こ
れ
ら
の
錯
綜
す
る
判
例
を
項
目
に
分
け

て
整
理
す
る
と
と
も
に
、
司
法
省
上
申
類
を
も
検
討
し
、
混
迷
の
生
じ
た

理
由
の
分
析
を
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
此
の
法
律
の
廃
止
に
関
す
る
大

審
院
の
司
法
省
へ
の
伺
、
そ
れ
を
受
け
た
司
法
省
の
指
令
、
そ
れ
を
う
け

て
出
た
大
審
院
判
決
の
意
味
な
ど
に
つ
い
て
考
察
を
す
す
め
て
居
ら
れ
る
。

　
七
　
以
上
を
も
っ
て
、
手
塚
豊
著
作
集
第
六
巻
『
明
治
刑
法
史
の
研
究

下
』
の
紹
介
を
終
え
、
同
時
に
、
「
手
塚
・
明
治
刑
法
史
研
究
」
の
．
既

刊
部
分
”
の
紹
介
を
終
る
こ
と
に
な
る
．

　
手
塚
博
士
の
業
績
、
殊
に
、
そ
の
研
究
上
の
手
法
の
う
ち
「
資
料
」
に

接
す
る
態
度
の
厳
格
さ
か
ら
、
大
き
な
啓
示
を
受
け
た
者
の
一
人
と
し
て
、

手
塚
博
士
が
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
ど
う
い
う
存
在
で
あ
り
、
ど
う
い
う
影

響
を
残
さ
れ
た
か
に
つ
き
、
前
稿
で
述
べ
た
（
法
学
研
究
五
八
巻
一
二
号
、
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昭
和
六
〇
年
、
一
一
〇
頁
以
下
）
。

　
今
、
「
刑
法
史
」
の
全
三
巻
を
通
読
し
、
い
さ
さ
か
の
感
想
を
抱
い
た

の
で
、
二
、
三
の
点
を
申
し
述
べ
た
い
。

　
ま
ず
、
手
塚
博
士
の
「
実
証
主
義
的
研
究
方
法
」
に
つ
い
て
．
殊
に
、

資
料
を
徹
底
的
に
渉
猟
す
る
研
究
方
法
は
、
余
人
を
も
っ
て
は
代
え
難
い

独
特
の
境
地
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
．
こ
れ
で
も
か
、
い
や
ま
だ
ま
だ
と

ば
か
り
に
、
人
問
の
能
力
の
限
界
に
挑
む
よ
う
な
、
あ
く
な
き
資
料
追
及

は
、
一
つ
の
学
者
の
典
型
と
し
て
見
習
う
べ
き
も
の
で
あ
る
．
だ
が
、
私

自
身
の
反
省
を
含
め
て
の
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
態
度
で
己
れ
を
律
す
る

と
．
細
部
に
拘
泥
し
、
大
局
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
を
忘
れ
て
し
ま
う
危

険
に
陥
る
。
「
だ
が
、
し
か
し
」
と
、
我
れ
に
か
え
っ
て
本
通
り
を
歩
み

続
け
な
い
と
、
横
町
の
風
物
詩
に
わ
れ
を
忘
れ
て
み
と
れ
る
態
の
「
部
分

的
真
実
」
に
関
心
が
向
い
て
し
ま
う
。
実
定
法
研
究
者
は
、
こ
う
な
っ
て

し
ま
っ
た
ら
．
法
制
史
学
の
単
な
る
デ
ィ
レ
ッ
タ
ン
ト
に
な
っ
て
し
ま
う
。

現
に
、
手
塚
博
士
の
エ
ピ
ゴ
ー
ネ
ン
に
は
、
そ
の
危
険
な
状
態
に
陥
り
か

ね
な
い
者
が
い
な
い
で
は
な
い
。
こ
の
点
は
．
や
は
り
、
常
に
冷
静
に
自

分
の
本
分
を
わ
き
ま
え
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
．
し
か
し
、
解
釈
法
学

に
い
き
づ
ま
っ
た
り
し
た
場
合
、
資
料
を
追
い
か
け
る
楽
し
み
と
い
う
の

は
、
実
は
、
か
な
り
魅
力
の
あ
る
誘
惑
で
は
あ
る
．

　
次
に
、
前
稿
で
も
書
い
た
こ
と
だ
が
．
こ
れ
か
ら
の
若
い
世
代
の
研
究

者
が
、
明
治
初
期
・
中
期
の
「
立
法
史
」
や
「
法
の
適
用
史
」
に
と
り
組

む
に
は
、
や
は
り
、
欧
米
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
に
通
じ
、
そ
れ
ら
を
ど
う
に
か

し
て
日
本
の
「
制
度
」
に
と
り
入
れ
、
さ
ら
に
、
「
制
度
」
を
動
か
す
「
活

力
」
の
も
と
に
し
た
い
と
し
て
、
苦
労
し
て
外
国
文
献
を
咀
囑
し
た
先
達

の
努
力
を
正
確
に
判
定
す
る
「
語
学
力
」
が
不
可
欠
で
あ
り
、
実
定
法
学

者
と
の
「
学
際
的
共
同
研
究
」
が
必
要
で
あ
る
、
と
思
う
．
こ
の
点
、
慶

鷹
義
塾
の
後
継
者
は
、
過
去
の
遺
産
が
大
き
く
、
手
塚
法
制
史
学
の
圧
力

が
大
ぎ
い
だ
け
に
、
そ
の
枷
か
ら
抜
け
出
す
の
は
た
い
へ
ん
で
あ
ろ
う
と

思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
学
問
は
常
に
、
新
し
い
開
拓
地
を
手
が
け
る
勇
気

を
必
要
と
す
る
．
こ
の
点
で
の
方
法
論
の
展
開
を
期
待
し
て
や
ま
な
い
。

そ
の
た
め
に
は
、
俗
事
を
省
み
ず
、
雑
用
か
ら
出
来
る
だ
け
距
離
を
置
き
、

た
だ
ひ
た
す
ら
に
勉
強
と
取
り
組
む
態
度
が
望
ま
れ
る
．
そ
し
て
、
そ
の

姿
こ
そ
、
手
塚
博
士
が
良
い
モ
デ
ル
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
．

　
第
三
に
、
法
制
度
を
導
入
す
る
と
い
っ
て
も
、
時
代
の
影
響
を
受
け
て

い
る
生
ま
身
の
人
間
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
利
害
や
思
惑
で
対
応
し
て
い
る
。

従
っ
て
、
時
代
思
潮
、
日
本
を
取
り
ま
く
世
界
史
の
流
れ
、
日
本
社
会
の

近
代
化
を
推
進
し
た
思
想
界
の
動
き
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
な
分
析
が
や
は

り
必
要
で
あ
る
。
資
料
の
裏
づ
け
な
し
に
、
単
に
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
で
史
実

を
解
釈
し
た
り
、
勝
手
な
意
味
づ
け
を
与
え
た
り
す
る
こ
と
は
「
学
問
的
」

で
は
な
い
。
だ
が
、
「
法
制
史
」
が
科
学
た
り
う
る
た
め
に
は
、
や
は
り
、

資
料
を
踏
ま
え
た
議
論
の
展
開
、
社
会
科
学
の
方
法
論
を
導
入
す
る
と
い

う
課
題
も
不
可
欠
で
あ
ろ
う
と
思
う
。
こ
れ
も
又
、
次
の
世
代
が
努
力
す

べ
き
道
で
あ
ろ
う
．

　
最
後
に
、
私
共
、
慶
感
義
塾
の
後
進
は
、
法
学
部
を
今
日
の
隆
盛
へ
と

導
び
く
べ
く
努
力
さ
れ
た
幾
多
の
先
輩
教
授
を
擁
し
て
い
る
．
そ
れ
ぞ
れ

の
先
輩
教
授
の
残
さ
れ
た
事
蹟
は
多
様
で
あ
る
。
そ
の
残
さ
れ
た
仕
事
、
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書
か
れ
た
物
、
語
ら
れ
た
物
の
い
ず
れ
も
が
、
私
共
後
進
を
導
き
、
折
に

ふ
れ
て
、
大
い
に
鞭
縫
さ
れ
た
．
手
塚
博
士
は
、
こ
の
「
著
作
集
」
で
も

っ
て
、
今
で
も
わ
れ
わ
れ
に
大
き
な
刺
戟
を
与
え
ら
れ
た
。
し
か
し
、
わ

れ
わ
れ
は
、
こ
れ
ら
の
成
果
を
前
に
し
て
、
た
だ
受
け
身
で
あ
る
ば
か
り

で
は
い
ら
れ
な
い
．
ま
し
て
い
わ
ん
や
、
「
資
料
の
鬼
」
な
ど
、
「
手
塚
神

話
」
に
安
住
し
、
そ
の
学
問
的
態
度
の
喧
伝
者
に
甘
ん
じ
て
は
い
ら
れ
な

い
。
「
神
戸
神
話
」
も
「
津
田
神
話
」
も
、
そ
れ
を
語
り
継
ぐ
の
で
は
な

く
て
、
そ
の
そ
れ
堪
、
れ
の
先
達
が
身
を
も
っ
て
示
さ
れ
た
こ
と
を
、
各
自

が
自
分
の
生
き
ざ
ま
に
取
り
入
れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
に
お
い
て
、
果

敢
に
学
問
上
の
競
争
を
勝
ち
抜
い
て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
な
い
．
先
達
の
存
在

が
大
き
け
れ
ば
、
次
の
世
代
は
さ
ら
に
大
き
く
な
る
べ
く
、
目
々
研
鐙
を

積
ま
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
．
怠
け
て
い
る
閑
な
ど
な
い
の
で
あ
る
．

わ
れ
わ
れ
の
前
に
、
こ
う
し
た
作
品
群
を
つ
き
つ
け
ら
れ
た
手
塚
博
士
を

乗
り
越
え
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
学
間
的
闘
争
心
を
か
き
立
て
ら
れ
た
と

い
う
意
昧
で
、
私
自
身
、
た
い
へ
ん
有
難
い
と
思
っ
て
い
る
次
第
で
あ
る
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
慶
鷹
通
信
刊
　
四
二
〇
頁
、
六
〇
〇
〇
円
）
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